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2 琵
び

琶
わ

湖
こ

の生き物①
琵琶湖の中にはどのような生き物がすんでいるのでしょうか？
琵琶湖は生き物の宝

ほ う

庫
こ

であり、魚、貝、プランクトンなど多くの
種類が生息しています。琵琶湖にしかいない種もいます。

▢小さな生き物の大きな役
や く

割
わ り

　～食物連
れ ん

鎖
さ

～ (7-4 植物プランクトン)

　植物プランクトンは、湖
こ

沼
しょう

の食物連
れん

鎖
さ

の基
き

盤
ばん

とし
て重要な役

やく

割
わり

を果たしています。植物プランクトン
は、動物プランクトンに食べられ、また、動物プラ
ンクトンは、小型の魚

ぎょ

介
かい

類
るい

などの重要なえさともな
っています。

▢身を守るために変身！(7-5 動物プランクトン)

　動物プランクトンの中には、防
ぼう

御
ぎょ

の機
き

能
のう

や戦
せん

略
りゃく

で捕
ほ

食
しょく

者
しゃ

から逃
のが

れようとするものが
います。その方法は、瞬

しゅん

間
かん

的
てき

に遊泳速度を
上げる、形

けい

態
たい

を変化させる等、様々ありま
す。例えば、琵琶湖で多くみられるカブト
ミジンコは、頭を尖

とが

らせ変身することによ
って、捕

ほ

食
しょく

者
しゃ

から身を守っています。

水中を漂
ただよ

っている小さな生き物をプランクトン（浮
ふ

遊
ゆう

生物）と呼
よ

びます。
琵琶湖には約200種の植物プランクトン、約120種の動物プランクトンが
生息しています。

　海や湖、河
か

川
せん

の底にすむ動物を
底生動物と呼

よ

びます。琵琶湖の底生
動物は、湖の生物種の1/3以上（約
700種）、固有種の2/3近く（38種）
を占

し

めます。固有種数が最も多い
のは軟

なん

体
たい

動物（貝類）の29種です。
(7-17底生動物)

プ
ランクトン

底生
動物

琵琶湖の植物プランクトン（ビワクンショウモ）

琵琶湖の固有種（セタシジミ）

通常の形態（左）頭の尖った形態（右）
カブトミジンコ（渡辺圭一郎氏撮影）
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　学習を深める博物館などを紹介します(P18参考）

▢琵琶湖に生息する固有種 (7-2 固有種 )

　琵琶湖の特
とく

徴
ちょう

的
てき

な環
か ん

境
きょう

と約400万年の歴史のなかで、
次の2つのタイプの固有種が生まれました。

▢在
ざ い

来
ら い

種
し ゅ

を脅
おびや

かす外来種 (7-11外来魚 )

　滋
し

賀
が

県では、オオクチバス（ブラックバス）やブルー
ギルなどの外来魚を駆

く

除
じょ

する取組を進めています。これ
は、在

ざい

来
らい

魚
ぎょ

やエビなどを食べることによる被
ひ

害
がい

が深
しん

刻
こく

で、
生
せい

態
たい

系
けい

のバランスを崩
くず

しているからです。

・独
どく

自
じ

の環
か ん

境
きょう

で進化した魚
　特

とく

徴
ちょう

的
てき

な環
か ん

境
きょう

である沖
おき

合
あ

いや岩場へと移
うつ

り住み、そこ
で独

どく

自
じ

の生活様式を獲
かく

得
とく

しながら新しい種類へと進化
していった魚です。ビワヒガイやスゴモロコは周辺の河

か

川
せん

に生息していた祖
そ

先
せん

種
しゅ

から現
げん

在
ざい

の琵琶湖で進化した
種であると考えられています。このような種類は「初期
固有種」と言われています。

・琵琶湖に生き残った魚
　現

げん

在
ざい

の琵琶湖が成立する以前から種分化が起こり、
長い歴史の中で琵琶湖にのみ生き残った種です。ビワコ
オオナマズやゲンゴロウブナ、ワタカがその代表で、こ
のような種類は「遺

い

存
ぞん

固有種」と言われています。

　滋
し

賀
が

県には、現
げん

在
ざい

65種（うち、琵琶湖には45種）の在
ざい

来
らい

魚
ぎょ

が生息して
います。中でも、琵琶湖の長い歴史の中で、独

どく

自
じ

の進化をとげた魚や琵
琶湖にのみ生き残った魚（固有種）は16種もいます。(7-12魚)魚

ビワヒガイ

スゴモロコ

ビワコオオナマズ

ワタカ

ブルーギル

　琵琶湖博物館の水族展
てん

示
じ

室では琵琶湖の環
かん

境
きょう

を再
さい

現
げん

した展
て

示
んじ

をしています

オオクチバス
（ブラックバス）

オオクチバスの
胃袋中の小魚、エビ

memo


